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　　　　　　　　織mの反射率の重ね枚数依存性について

　　　　　　　　共立女大　　○八幡香菓子　酒井哲也

　【目的】織物の白度を計測する場合､｡試料を２～３枚程度重ねて行うのが一般的である。

JIS L 0807（蛍光増白度スケール）、JIS L 0887（蛍光増白耐光堅ろう度試験方法）の規

定で、スケールは２枚重ねて用いることなどが指示されている。しかし、何枚重ねるのが

妥当であるかは特に基準がないようなので、本研究では、白度の基本になる織物の反射係

数の重ね枚数依存性の意味について、系統的な分析を試みた。織物の白度が試料の重ね枚

数によって増加し、鮑和するという現象については、すでに生野等いによって指摘されて

いるが、内容が現象論的記述の範囲に留まっているように思われる。

　【方法】試料として、綿・絹・羊毛・レーヨン・カシミロン・ナイロン・ポリエチレン

テレフタラートの平織物（無地）を用いた。可視域分光反射率曲線を高速分光高度CA-35

型装置により求めた。

　【結果】本実験では、まず、可視光範囲の各波長に対する反射率を求め、何れも試料の

重ね枚数とともに増加、飽和するが、低波長側で早く飽和する傾向があることなどを確か

めた。ついで、反射率の測定時に試料布を入射光の反対側で支持する板として、反射率の

大きい白板と反射率の小さい黒板を用い、それぞれの支持板に対応する布の反射率を重ね

枚数を変えて測定した。両者の差から布の反射率、透過率などを推定した結果、反射光、

透過光の大部分は散乱光であること、布の透過率はかなり大きいこと、さらに重ねた布か

らの見かけの反射率には、内部からの反射成分をかなり含んでいること、などがわかった。

したがって、ある程度の枚数を重ねたとき、ある深さからの反射光が表面に到達できなく

なるようになれば、反射率が飽和するものと考えられる。
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織物の光反射特性と光源の違いによる色差
文化女大家政　○阿部　素子　　成瀬　信子

　目的　人間が視感により色を見る時、投射される光源色の種類により、色は違って見え
る。それは、表面一次反射光は光源色で、表面から物体内に入った透過光および間隙を繰
返して反射する拡散光は物体色で、この両者の和が視感の色を感知するためである。そこ
で織物にＣ光源とD65光源の光を用いた場合､｡測色上、どのように色の差を与えるかを、
比較的反射光が多いアセテートサテンを試料として基本的に調べた。一方、二次元反射光
分布曲線から、光学特性を求め色の結果との対応を行った。
　方法　試験布は色違いのアセテートサテン102色で、測色の光源Ｃ ・Dobを後分光方
式の測色計で色を求めた。更にアダムスニッカーソン表色系を用い、Ｃ光源に対するD65
光源の色差全休と、色相差、明度差、彩度差に分解した。一方、ゴニオフォトメータを用
い、平行偏光と垂直偏光による光源で二次元反射光分布特性を測定し、表面一次反射光／
拡散反射光Lnと各光学的特性値を求め、測色の色差との関連性について検討した。
　結果　Ｌ光源色による色差は、明度差についてはLrが大きい方が、Lrが小さい試
料より光源色に影響されるが、色差全体としては拡散反射の物体色にも光源色の影響が与

えられていることが示された。2. PB系と殆ど補色にあるYR系について、色、色差と
反射特性との対応は、主成分分析の結果、各成分に関与する変数は同じ傾向だが、正負が
殆ど逆である。またYR系の方が、PB系に比べて第１から第３成分までの寄与が分散し、
YR系の方がPB系より全休の色差は小さいが、第３成分を示す色相と反射曲線のパター

ンをより良く示す1／3値幅との対応が顕著である。即ち、反射特性は色との対応を見な
いと一義的には言えない。
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